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当所は平成１７年４月１日から研究組織体制の一
部見直しを行うこととしています。これは、独立
行政法人水産総合研究センターの中期目標に示さ
れる「業務運営の効率化」に資するため、水研セ
ンター内に設置された研究業務及び事業への効率
的推進に関するＷＧによる組織体制の見直しに対
応したものです。既に養殖研究所、瀬戸内海区水
産研究所、中央水産研究所、遠洋水産研究所では
組織体制の見直しが行われ、機能強化と研究の重
点化が推進できる体制に改革されています。
当所でも上記ＷＧ設置と同時に研究組織体制の

見直しの論議が始まり、途中、平成１５年７月に国
分町から多以良町への庁舎移転のため中断があり
ましたが各部・石垣支所で論議を進めてきました。
この研究組織の見直しにあたっての最も大きな

問題は、どのように見直すのか、それによるメ
リットは何か、これらについての共通認識作りで
した。既に実施された水研の見直し過程での論議
を参考にしながら、西海区水産研究所としての基
本的考え方を整理する必要がありました。水研セ
ンターでは研究職員総数の削減が実施されてお
り、当所においても例外ではありません。そのよ
うな条件下にあって、１）研究者個々人が持つ能
力を最大限発揮できる体制とすること。２）部・
支所間の協力体制を強化し、研究機能を高める体
制とすること。３）集中的に対応する必要がある
国際の問題や学際的領域を扱う体制の強化を図る
こと。これらが担保されるという条件下で見直し
作業を進めてきました。さらにこの見直し論議で
は少人数体制がゆえの研究室業務の滞りをできる
だけ分散・回避し、海外留学や長期出張がしやす
い環境としての研究室の大型化についても検討し
ました。
見直し論議が始まってからこの間、有明海のノ

リ不作に端を発した有明海の漁場環境の改善と資
源の回復を目指す「有明海・八代海を再生するた
めの特別措置に関する法律」に迅速に対応するた
め、平成１５年７月に有明海・八代海漁場環境研究
センターを設置しました。さらに１６年２月には関
係県からの要請に応え、有明海・八代海特別検討
会を推進会議の中に設置し、二枚貝の生産回復、
赤潮発生予察の高度化、粘質状浮遊物の発生要因
調査等に柔軟に取り組める体制を作ってきまし

た。また、冬季の海水温上昇が観察される東シナ
海のモニタリング、大型クラゲの出現状況把握調
査、死滅・白化した珊瑚の回復対策技術の開発等
にも取り組んできました。
このような取り巻く環境の変化を考慮して議論

を進めた結果、東シナ海漁業資源部においては、
我が国周辺水域の主要な漁業資源について信頼性
の高い評価を実施するため、資源生物特性調査を
強化し生態研究の成果を評価手法に一層活用しや
すくすること。一方、東シナ海域の資源や環境に
関する科学的解析が強く求められていることか
ら、日中・日韓の協力協定を含む当海域の調査研
究や漁業に関する情報を収集し、共同資源調査等
の立案機能を強化する体制が必要となり、現行の
３研究室体制から２研究室（資源生態、資源評
価）、１上席研究官の体制にするのが適当と判断
しました。
石垣支所では、立地条件と既往の施設を最大限

に活用して亜熱帯域の水産研究を体系化し、さら
に総合的に推進する研究拠点を目指すこと、特に、
亜熱帯特有の資源管理手法や増養殖技術の開発さ
らにはサンゴ礁やマングローブ等、固有な生態系
における生物多様性の保全等に関わる研究を強化
し、かつ地域の研究ニーズに的確に対応すること、
併せて類似した環境を有する国々における水産を
取り巻く問題の情報収集や国際共同研究等を推進
する機能を強化すること、このため、現行の５研
究室から４研究室（生態系保全、漁業資源、海洋
環境、資源増殖）、１上席研究官の体制が適当と
判断しました。
なお、東シナ海海洋環境部及び海区水産業研究

部でも見直し作業を進めましたが既に記しました
ように有明海・八代海漁場環境研究センターを設
置した際に再配置を行ったこと等からこの度は改
編しないこととしました。
上記のような改編により、研究成果の効率的運

用や学際的研究領域の取り組みの強化が可能な体
制に見直しすることにしました。このことにより、
一層の研究レベルの向上と業務の効率的推進に努
め、関係機関との連携・協力についても積極的に
取り組み、この効果が最大限に発揮できるよう努
力する所存です。何卒、これまで以上のご理解と
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

巻 頭 言

西海区水産研究所における
研究組織体制の見直しについて

所長 小　林　時　正
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西海区水産研究所東シナ海海洋環境部が主たる

研究フィールドとしている東シナ海は豊穣の海で

す。東シナ海、黄海の漁獲量は約９２０万トン。こ

の狭い海域だけで、全世界の漁獲量の約１割を占

めています。また、東シナ海は単に良い漁場であ

るばかりでなく、TAC種はじめ日本近海を広域

に回遊する重要な魚介類の産卵場、索餌場となっ

ています。ここでのわずかな環境変動が東シナ海

の漁獲量のみならず日本海、東日本太平洋岸の資

源動向にも影響を及ぼすため、東シナ海の海洋環

境研究はそれらの初期生残の良否を予測する面か

ら、非常に重要となっています。

■■東シナ海海洋環境部の組織 ■■■■

昭和２４年に西海区水産研究所（長崎市丸尾町）

が設置された当時は、海洋環境研究は主として沿

岸資源部で行われていましたが、昭和３７年に海

洋部が設立され庁舎も国分町に移転し、海洋環境

研究が独り立ちしました。その後何度かの組織再

編を経て部名は東シナ海海洋環境部となり、平成

１０年に現在の海洋動態研究室、生物環境研究室、

高次生産研究室の３研究室体制となりました。平成

１５年には多以良町の現庁舎に移転し現在に至っ

ています。海洋動態研究室では漁場の水温、塩分、

流れの状態と変化を把握し、その変化の仕組みを

解明するために調査研究を行っています。生物環

境研究室では、漁場の海水中に含まれる栄養塩の

循環、植物プランクトンの増殖に関わる環境要因

の解明に関する研究を行っています。高次生産研

究室は平成１０年１０月に新設された研究室で、重

要魚介類の餌となる動物プランクトンの種類、生

産量、生活史等の高次生産に関わる研究を行って

います。

■■最近の研究成果 ■■■■

東シナ海海洋環境部は独立行政法人水産総合研

究センター中期計画に沿って先導的な研究を行っ

ており、東シナ海における調査船による調査とそ

の解析が主たる業務です。海洋観測の様子の一例

を写真に示します。最近の当部の研究成果による

と、東シナ海大陸棚での一次生産（植物プランク

トンによる生産）は一年間に一平方メートルあた

り炭素換算で約３００グラムであることが分かりま

した。これは瀬戸内海よりも多い量です。この豊

かさを支えているのが長江から流れてくる栄養

塩、黒潮の下から這い上がってくる中・深層水が

運んでくる栄養塩といわれています。長江の影響

は夏季には大陸棚斜面まで及んでいること、植物

プランクトンを食べる動物プランクトン量が年に

よって大きく変動していること、小型の動物プラ

ンクトン（２００μｍ以下）の増殖率が高く植物プ

ランクトンを食べる量が多いこと等も最近分かっ

てきました。また、九州南西部の複雑な潮流につ

いても少しずつ理解が深まってきたところです。

その他各県が行っている定線観測データの取り

まとめも行っております。有明海の浅海定線デー

タについては、品質管理を行った後（社）日本水産

海洋測器による調査船調査一例
：中央に植物プランクトン量と濁度を測る機器、
周りに２本の採水器。

東シナ海海洋環境部の研究紹介
東シナ海海洋環境部長 高　柳　和　史
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資源保護協会に引き渡しております。（社）日本水

産資源保護協会ではこれらのデータを関係各県協

力の下、同協会のホームページ（http://ay.fish-

jfrca.jp/ariake/index.asp）上で公開しております。

現在は２０００年までのデータですが、順次新しく

なっていく予定です。

■■他の研究機関との連携 ■■■■

フィールドを対象とした研究では１個人、１機

関でできることには限界があり、他機関との連携

が重要となってきます。現在は、沖縄県水産試験

場と「東シナ海南部及び琉球列島周辺における海

況変動の実体解明」、鹿児島県水産技術開発セン

ターと「鹿児島県周辺海域における黒潮の変動に

伴う海況変動の解明」、長崎大学水産学部と「沿

岸域における栄養塩濃度と低次生産変動に及ぼす

環境要因の解明」の共同研究を行っています。ま

た、隣接する長崎県総合水産試験場、長崎大学水

産学部附属海洋資源教育センターとは長崎水産研

究連絡会議を発足させたこともあり、今後共同研

究の促進等連携を強化していく予定です。

さらに、日本、韓国、中国、台湾に囲まれた東

シナ海の研究を推進するためには情報交換、研究

協力、研究交流等の国際協力が必要となってきま

す。特に、東シナ海の漁獲量の９割を占める中国

との国際協力は不可欠です。

■■競争的資金への応募 ■■■■

中期計画には競争的資金の獲得が明示されてお

り、東シナ海海洋環境部はそれに対応すべく２つ

のプロジェクトに参画しております。地球環境総

合推進費（環境省）では国立環境研究所と共同で

「長江河口・東シナ海陸棚域へ供給される環境負

荷物質の輸送に関する研究」（平成１４～１６年）を

担当し、また先端技術を活用した農林水産研究高

度化事業（農林水産省）では「大型クラゲの大量

出現予測、漁業被害防除及び有効利用技術の開発」

プロジェクトに参画し「東シナ海、日本海及び太平

洋沿岸における大型クラゲの分布・回遊実態の解

明」を、日本海区水産研究所及び関係研究機関と共

同で担当しています。今後とも競争的資金獲得へ

努力致しますので、ご協力よろしくお願い致します。
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当研究室は、水産庁委託事業、農林水産技術会

議プロ研、一般研究などを通じて、西海ブロック各

県と連携を取りながら、水産業の振興を目指して海

洋環境の研究を実施しています。最近では、海水そ

のものの特徴（水温・塩分）に止まらず、生物生産過

程に注目し、クロロフィル分布なども調査しています。

ここでは、沖合から沿岸におよぶ海況変動について

の最新の成果を、３つ紹介します。

●●海の流れを測る－マアジ仔稚魚の行方－
マアジは東シナ海の大陸棚縁辺域から九州沿岸

までの広い海域で産卵しますが、最大の産卵場は

東シナ海南部と言われています。東シナ海南部で

産卵され孵化した仔稚魚は、黒潮やその分派によ

り太平洋や九州西岸を含む日本海へと輸送され、

漁業資源へ加入するものと考えられています。

当研究室では、東シナ海漁業資源部と協力しな

がら、黒潮によるマアジ仔稚魚の輸送過程の把握、

特に九州西方で黒潮から分岐して対馬暖流の源流

へと向かう流れに着目して研究を進めています。

しかしながら、沖合での流れを現場で直接計測す

るのは容易ではありません。現在は、主に当所漁

業調査船陽光丸に搭載している超音波式流速計

（Acoustic Doppler Current Profiler ： ADCP）

を使用して、現場での流れを実測する試みを続け

ていますが、大陸棚が発達した東シナ海では潮汐

による流れが卓越するために大変複雑な流れとなっ

ています。潮汐による流れは、ある一定の周期で元

の位置に戻るので物質を輸送する働きを持っていま

せん。そこで潮汐による流れが卓越する海域で物

質の輸送を考えるためには、この影響をできるだけ

除去する必要があります。東シナ海では、潮汐の成

分の中でも半日（１２時間２５分）と１日（２４時間５０分）

周期の変動が最も卓越することが知られていま

す。そこで、予め設定した観測線上を２４時間５０分

で４往復することにより、これらの周期の潮汐の影

響をできるだけ取り除く方法を用いて調査を実施

しています。計測結果の１例を図１に示します（北

緯３０°３０’、東経１２７°４６’～北緯３０°３０’、東経１２８°３３’

を結ぶ東西の観測線で実施）。実測値は下枠内の

とおりですが、これらを平均すると上枠内のようにな

り、概ね潮汐による流れが除去されます。このような

平均流により物質が輸送されます。得られた平均流

を、調査実施日の最近日に得られた人工衛星熱赤外

画像に重ね合わせると、図２のように北緯３０度３０分、

東経１２８度を中心とする半径約９０ｋｍの時計回りの

渦が黒潮北縁部に生じていたことが分かります。こ

漁業生産に関わる海況変動の研究
海洋動態研究室 中川倫寿・森永健司・種子田雄

図１　調査船陽光丸のADCPにより計測した 20ｍ深
での流れ．縦軸時刻、横軸水平距離．時間とと
もに流向・流速が大きく変動する．

図２　人工衛星NOAAから得られた熱赤外画像と20ｍ深
でのADCP測流結果合成図．
調査実施日と画像取得日の差を考慮した．北緯
30°30分、東経128度を中心とする直径約90km
の時計回りの渦が示された．なお、画像中の30℃
以上（赤色）の部分は雲の領域を示している．
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ののち、渦は黒潮から分岐して対馬暖流の源流へ

向かうものと考えられます。また、これらの調査に加

え、調査船による調査を補完するためにADCPを調

査海域の海底に設置して、１年以上の長期間に亘る

流れの計測を実施しています。

以上のように、沖合での流れを計測することは困

難を極めますが、今後とも継続して実施することに

より、まだ明確でない東シナ海の流れの実態につ

いて、多くの知見が得られるものと期待しています。

●●九州南西海域の海洋構造とその変動特性
東シナ海の大陸棚縁辺から九州西岸・南岸にか

けての海域では、黒潮は大規模な流路変動を示し、

さらに黒潮の小蛇行に伴う前線渦、暖水渦や暖水

舌による黒潮からの暖水波及が見られます。これ

らの現象は、前述の浮魚類卵・稚仔の輸送経路や

漁場形成等に強く影響を与えます。

当研究室では、鹿児島県水産技術開発センター

と連携を図りながら、鹿児島と那覇間を運航する

フェリー（マリックスライン社所有）に搭載した

ADCP、調査船陽光丸による曳航式ADCPや係留

式流速計による流速観測、CTDを用いた水温・

塩分観測によって、九州南西海域での流速・密度

構造やその変動特性の解明を目指しています。

フェリーによる流速データから、トカラ群島に沿っ

た航路における黒潮の南北移動のモニタリングが可

能となり、黒潮流軸（黒潮流域での最速部分）が屋

久島付近～悪石島付近を大きく移動する現象を捉

えました。この現象は、黒潮流軸の急速な南下と比

較的ゆっくりとした北上が特徴であり、約４０日に１回

の割合で発生し、１回の現象には１０～３０日程度要

することがわかりました（図３）。この現象は九州南西

海域で見られる黒潮流路の変動が原因で、トカラ群

島の西側から伝播してくることが示唆されました。ま

た、フェリーによる表面水温データから、黒潮流軸の

位置によって屋久島～佐多岬の海域への暖水波及

の特徴が異なることもわかりました。これにより、黒

潮流路変動が沿岸域の海況に影響を与え、ひいて

は漁場形成へ影響を及ぼすことが考えられます。

調査船陽光丸では、広範囲な海域において詳細

な流速・水温・塩分構造と黒潮流路変動に伴うそれ

らの変動を観測しています。この観測から、黒潮は、

トカラ群島を通過するとその流速構造が大きく変化す

ること、黒潮流路変動により広範囲な海域の流速場

が変動することが示されました。今後は、流速場の変

動と水温・塩分場の変動の関係を把握する予定で

す。これらの結果を沿岸域を含む九州南西海域での

海況予測、および九州西方海域における流速構造や

その変動特性の解明へつなげたいと考えています。

●● 琉球列島周辺のパヤオ漁場における海況変動特性
沖縄県は、沖縄県の沿岸漁業生産量において重

要な漁業であるパヤオ（浮魚礁）漁業の漁業生産向

上と効率化を目的として、耐久性浮魚礁「ニライ」を

琉球列島周辺に設置しています。ニライには水温計

と流速計を取り付けて、水深４mの水温・流速を毎

時、測定しています。当研究室は沖縄県水産試験

場との共同研究で、これらのデータを用いてニライ

設置海域の海況変動特性の解明を目指しています。

最初に、沖縄本島の西側（東シナ海側）海域の

粟国島の近くに設置したニライ１３号に注目し、解析

を進めています。２００１年～２００３年の春季（３～５月）

には、１～２日の間に１～３℃昇温し、５～１５日程度持

続期間を持つ現象が見られました。この現象により

ニライ１３号の水温は、沖合を流れている黒潮流域

の水温にまで上昇したので、この昇温は黒潮からの

暖水波及が原因であることがわかりました。人工衛

星による広範囲の表面水温画像や調査船による流

速・水温観測結果から、黒潮の沖縄本島への接近

や黒潮水と沿岸水のフロントで発生する前線波動

が、暖水流入の要因であることが推察されます。今

後は、粟国島付近に流入した暖水が、さらに久米島

や沖縄本島沿岸まで達するかどうかを明らかにする

ことにより、これらの地域で盛んなモズク養殖への

影響を検討していきます。また、他のニライ設置海

域の海況変動特性の解明も進めていく予定です。
図３　55m深の流速ベクトル分布（50cm/sec以上は赤）

と黒潮流軸緯度（青）の時間変化



長江は東アジアで最大の河川であり、東シナ海

の主な淡水源となっている。長江の平均流量は約

３０,０００ｍ３/ｓである。これは、九州第１の大河川筑

後川の平均流量（１１５ｍ３/ｓ）の約２６０倍にあたる。

流量の最低は１～２月、最高は７～８月で年間の流

量変動は５～１０倍に達する。気候変動に関する政

府間パネル（ＩＰＣＣ）の気候変動の影響に関する

報告書によれば、地球温暖化により洪水の発生頻

度が高くなる危険性が指摘されている。長江にお

いても、１９９５年から１９９９年の５年間に４回の大

洪水が発生した（皆川、２００３）。これらの影響は

異常低塩分水の観測例として、しばしば九州近海

や対馬海峡にまで及んでいる（木谷、１９９８）。

東シナ海海洋環境部生物環境研究室では２００２年

度より、農林水産省委託プロジェクト「地球温暖

化が農林水産業に与える影響の評価及び対策技術

の開発」に参画し、東シナ海における温暖化の影

響評価について研究を実施している。また今年度

からは、長崎大学水産学部海洋資源動態科学講座

（中田英昭教授）との共同研究「東シナ海の生物

環境長期変動の解析」を実施している。本稿では

これらの成果から、東シナ海の表面塩分に及ぼす

長江起源水の影響について紹介する。

ＰＮ線における表層塩分の長期
変動と長江起源水

長江で洪水の頻発した１９９０年代後半を含む

１９９０年から２０００年の月平均長江流量（Zhu et al.,

２００１）と、長崎海洋気象台が年４～５回実施し

ている東シナ海中央部の観測定点（PN線：図１）

の観測デ－タ（長崎海洋気象台、１９９０～２０００）

を用い、観測月の長江月平均流量（大通）と各観

測点の表面塩分との関係を図２に示した。PN線

の観測デ－タについては、長江流量が年平均流量

を超える５～１０月の表層塩分値のみを用いた。

長江月平均流量と各観測点の表層塩分の関係は、

黒潮流域の PN３と大陸棚域の PN７を除いて有

意な直線関係が認められた。最も沿岸のPN９で

は長江流量と表面塩分の相関は非常に高く、長江

河川水が直接表面塩分に影響を及ぼしているもの

と考えられる。水深１００ｍ以浅の PN９より PN７

までは表面塩分と長江流量の相関は沖合に向かっ

て低下するが、水深１００以深の PN６から PN４

の陸棚斜面域で再び相関が高くなり、黒潮流域の

PN３で最低となった。

東シナ海中央部での長江流量と表面塩分値との

関係については、秋季の塩分分布についての報告

（市川ら、２００１）があり、渇水年と豊水年で長江

河川水の分散経路が異なることが示されている。

渇水年には、流出した長江河川水は河口から東北

東を主軸として広がり、その後南東に向かう

（Zhu et al., ２００１）。夏季PN７付近の陸棚上には

台湾暖流によって輸送された暖水が分布しており

（森永ら、２０００）、この影響により PN７付近で

7
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長江出水時の流量変動と東シナ海表層水の関係
生物環境研究室 田中勝久・清本容子・岡村和麿

図１　PN線
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は長江河川水の直接の影響を受けにくいものと考

えられる。一方、豊水年には流量の増大にとも

なって長江河川水は南東方向への影響を強める

（Zhu et al., ２００１）。図２のPN６～４の図中に矢印で

示した１９９８年７月（最大月平均流量が７５,０００ｍ３/ｓ）

の塩分デ－タはいずれも回帰直線から大きく低塩

分側にはずれており、１９９８年夏季の記録的出水

時に長江河川水の経路が大きく変化し、低塩分化

したことを示唆している。

以上のように、一部の水域を除いて夏季出水時

の長江河川水の影響は東シナ海大陸棚域中部全域

に及んでいることが明らかとなった。さらに、出

水時の長江河川水の影響は広く対馬暖流域から九

州沿岸に及んでいる（木谷、１９９８）。低塩分・低

密度の長江起源水による強い成層は、日射により

さらに高温・低密度化した表層水を形成し、地球

温暖化による水温上昇と生態系の変動にも深い関

係が予想される。一方、長江では三峡ダムの建設

による人為的な流量調節の、東シナ海への影響に

ついても評価する必要がある。

今後は、長江河川水の東シナ海・対馬暖流域生

態系に及ぼす影響を、衛星画像や地球温暖化モニ

タリングを通じて解明していく予定である。

文　献

皆川昌幸（２００３）:中国大陸における近年の降水

量及び長江の流量について. 「長江大洪水と東

シナ海の海洋環境」. 西水研, １-３１.

Zhu J. et al.（2001）: Observation of the Changjiang

diluted water, plume front and upwelling off the

Changjiang mouth during August in 2000.

Proceedings of the 11th PAMS/JECSS Workshop.

木谷浩三（１９９８）: 陽光丸が東シナ海で観測した異

常低塩分水. 西水研ニュース,９５,９-１１.

市川　洋ら（２００１）：秋季東シナ海表層塩分分布と

長江流量の経年変動. ２００１年度日本海洋学会春

季大会講要,１５９.

森永健司ら（２０００）: 表面水温からみた東シナ海の

水塊分布．西水研研報（７８）,１-１２.
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東シナ海における動物プランクトン研究
高次生産研究室 西　内　　耕

東シナ海の基礎生物生産は、栄養塩豊富な長江

の河川水と黒潮中・深層水の流入および黒潮が運

ぶ熱エネルギーにより世界でも有数の高いレベル

です。しかし、この高い基礎生産がどのように仔

稚魚に利用され、魚類資源へとつながっているか

は解明されていません。基礎生産から仔稚魚につ

なげるキープレイヤーは動物プランクトンなの

で、動物プランクトン研究は益々重要になってき

ます。

一般的に基礎生産（植物プランクトン）は植食

性プランクトンに摂食され、植食性動物プランク

トンは肉食性動物プランクトンに捕食されます。

最終的に動物プランクトン群集は小型のものは仔

稚魚に、大型のものは幼魚・成魚に捕食されるの

で、各過程におけるプランクトンのサイズ組成を

把握することは、餌料としての評価をするために

必要です。また、魚種によっては選択的な摂餌特

性をもつため、プランクトンの種類も調査する必

要があります。さらには、プランクトンの現存量

変動が仔稚魚の死亡・生残に大きく関わることを

考えると、その成長速度・生活史や生産量まで視

野に入れた研究をしなければなりません。

現在東シナ海海洋環境部では、様々な調査定線

（図１）を設けて研究を推進していますが、本稿

では高次生産研究室が担当している研究課題をそ

れぞれ紹介します。

九州西方海域における生産構造
の細部特性と動物プランクトン
生産量の把握（一般研究）

東シナ海における動物プランクトンの鉛直分布

構造と季節変化、さらに動物プランクトン群集の

生物生産に関連する要因（呼吸速度・摂餌速度な

ど）に関する研究を行っています。研究成果の一

例として、夏および秋の東シナ海海盆域における

動物プランクトンの鉛直分布を示します（図２）。

夏から秋は表層水温が高く、塩分が低いため、強

い密度躍層が形成され、動物プランクトンの鉛直

分布もその躍層に規制されるため、分布の中心は

表層混合層内にあります。

図１　調査定線及び海流模式図 図２　動物プランクトン生物量の鉛直分布
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東シナ海におけるマアジ仔稚魚の
餌料環境（農林水産技術会議プロ
ジェクト）

「海洋環境が浮魚類の生態に及ぼす影響の解明

と資源変動予測（FRECS2）」の一環として、マ

アジの産卵期である２～４月の餌料環境を把握

し、餌料環境変動が仔稚魚の成長・生残に及ぼす

影響を解明することを最終的な目標としています。

東シナ海南部海域では大陸棚上の水深１００-２００ｍ

付近にマアジ仔魚が分布することが知られていま

す。２００４年３月の調査によると、ちょうど水深

１００ｍ程度の地点で魚類の良い餌となる、かいあ

し類の個体数がピークを示し、その組成もマアジ

仔魚の消化管内容物によく見られる群（パラカラ

ヌス、オイトナ、コリケウス、オンケア科のかい

あし類）が８０％以上を占めていました（図３）。

東シナ海、日本海及び太平洋沿岸における大型
クラゲの分布・回遊実態の解明（農林水産技術会
議先端技術を活用した農林水産研究高度化事業）

プロジェクト研究「大型クラゲの大量出現予測、

漁業被害防除及び有効利用技術の開発」の一環と

して、東シナ海域におけるエチゼンクラゲの分布

実態の解明を担当しています。２００４年７月には

CK線の西部（図１ 参照）において、エチゼンク

ラゲを多数目視・採集しました。傘径が５０cm～

１ｍ程度の大型個体が多く（図４）、大量入網時

に破網することもありました（おそらく１トン以

上入網していた）。同１０月に再度採集を試みまし

たが、全く入網しませんでした。しかし１０月以

降、日本海沿岸では目撃情報が相次いでいるため、

東シナ海から日本海へ至る移流経路や時期の解明

が待たれています。

以上、述べてきた課題以外にも、農林水産技術

会議プロジェクト研究「地球温暖化が農林水産業

に与える影響の評価及び対策技術の開発」の一環

として、「対馬暖流域における低次生態系モニタ

リング」調査に参画し、東シナ海の動物プランク

トン生物量や組成の季節変動・長期変動に関する

研究を担当しています。

今後、様々なテーマで行っている研究を有機的

に結びつけ、東シナ海における動物プランクトン

群集の変動機構を解明し、魚類資源量の変動予測

や資源量評価に貢献していきたいと思います。

図３　東シナ海南部（3月）におけるカイアシ類個体
数密度の水平分布

図４　2004年７月に陽光丸で採集されたエチゼンクラゲ
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石垣支所は、平成６年６月に亜熱帯水域におけ

る我が国唯一の国立水産研究機関として設置さ

れ、同年７月に業務開始式が、１１月に開所式が

それぞれ石垣市で行われました。その後、年次計

画に沿って組織と施設の整備が図られ、平成１１年

３月には当初の計画通り、全ての施設が完成しま

した。

平成１６年が、石垣支所開所１０周年にあたるの

を記念して、幾つかの行事を同年１１月に行いま

した。以下に、その概要を紹介します。

記念行事は、１０周年記念式典、研究成果発表

会、研究成果集記念号の発刊の三つに大別するこ

とができます。

10周年記念式典

記念式典は、平成１６年１１月２６日（金）の１６時か

ら１７時まで、石垣市内の大濱信泉記念館（多目

的ホール）で行いました。出席者総数は６１名で、

その内訳は、４名の来賓を含めた来客者が３２名、

水研センター本部から理事長ほか２名、西海水研

職員が１９名、それ以外の水研センター職員が７名

となっています。

式典は、支所長の司会進行の下、式次第に沿っ

て、開会、来賓紹介、主催者挨拶（西海水研所長）、

式辞（水研センター理事長、写真１）、来賓祝辞

（水産庁増殖推進部長（研究指導課長代読）、沖縄

県八重山支庁長、石垣市長、八重山漁業協同組合

代表理事組合長）、祝電披露（支所総務室長）、

「石垣支所１０年の歩み」と題したプレゼンテー

ション（西海水研企連室長）が、それぞれ行われ、

予定通り１時間ほどで無事、閉会となりました。

記念式典の終了後、式典会場近くのレストラン

で懇親会を催しました。懇親会では、開所当時の

西海水研所長であった原武史元所長、初代の支所

長である藤田矗元支所長などにスピーチをお願い

し、開所当時の思い出話などを披露して頂きまし

た。また、飛び入りで大濱長照石垣市長からもス

ピーチを頂き、懇親会は大いに盛り上がりました。

研究成果発表会

研究成果発表会は、記念式典の翌日１１月２７日

（土）の１０時から１２時すぎまで、石垣市民会館

（中ホール）で行いました。来場者総数は１２７名

で、その内訳は、来客者が８３名、関係者（水産

庁、支所ＯＢ、他の水研センター職員）が２２名、

西海水研職員が２２名でした。

研究成果発表会の実施にあたっては、来場者の

数が一番気に掛かった点で、事前に発表会のチラ

シ配布やポスター掲示を行いましたが、当日、ど

れくらいお客さんが来てくれるかどうか不安でし

た。幸い、色々な方面からご来場頂き、盛会裏に

終えることができました。

発表会では、支所長の司会進行の下、以下の５

つの講演が、（ ）内の講演者によって行われま

した。

講演１：石垣支所の紹介　（中村支所長）

講演２：フエフキダイ類の世界へ

－その生物学と資源－

（木曾室長、写真２）
写真１　式辞を述べる川口理事長

石垣支所開所10周年記念行事報告
石垣支所長 中　村　好　和
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講演３：大型魚類の移動と回遊　（矢野室長）

講演４：ノコギリガザミのＤＮＡからわかること

（玉城研究員）

講演５：サンゴのストレスを遺伝子で調べる

（橋本研究員）

これら講演の内容は、本文の後半で、概要を紹

介します。

講演２から５では、２０分の講演と５分の質疑

応答という時間配分を事前にしていました。実際

には、各講演に対して、多くの質問が会場からあ

り（写真３）、時間を超過する場合もありました。

来場者には、アンケートへの回答をお願いし、

帰る際に５１名から回収することができました。

それによると、「判りやすかった」「面白かった」

「勉強になった」「今後とも頑張って」などの意見

が多く、まずは安心しました。

研究成果集記念号

西海水研は、「西海区水産研究所主要研究成果

集」を、平成１０年度の第１号から１５年度の第７号

まで刊行しています。この内、第２号は平成１１年

に刊行された石垣支所竣工記念特集です。今回、

第８号として、石垣支所開所１０周年記念号を刊

行しました。第８号には、成果集の第１号及び第

３号～第７号に掲載された石垣支所による研究成

果及び研究トピックスを抜き出して再掲するとと

もに、新たに２つの研究トピックスも加えました。

さらに、過去１０年間の支所における研究業績目

録（１７０編）も巻末に掲載しました。

この１０周年記念号と第２号を通覧することに

よって、石垣支所開所以来の主要な研究成果を知

ることが出来るので、両号を記念式典来場者に配

付するとともに、研究成果発表会でも希望者に配

付し、研究成果の広報に努めました。

研究成果発表会での講演

講演１：石垣支所の紹介

講演では、石垣支所の設置目的、石垣支所と石

垣島にあるその他の水産試験研究機関の業務内容

の違い、石垣支所の組織と各研究室での主な研究

内容などが紹介されました。

講演２：フエフキダイ類の世界へ

－その生物学と資源－

講演は、以下の３つのパートで構成されていま

した：①フエフキダイ類とはどんな魚か？②八重

山の海ではどの種類がどれくらい獲れているか？

③南西諸島のイソフエフキは、いくつの集団にど

んなふうに分かれているか？

①では、世界にフエフキダイ科魚類は３９種類

いること、②では、八重山漁協魚市場で確認した

フエフキダイ科魚類の種類、市場名が同じでも複

数の種類が含まれること、魚種別年間漁獲尾数や

魚種別漁業種別（電灯潜り、一本釣り、籠など）

の漁獲割合などが紹介されました。

③では、資源管理を行う場合に、沖縄島から八

重山諸島までを一つの群れと見なすか、群れの単

写真２　講演風景

写真３　来場者からの質問
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位をどう見るか、が重要であることが示され、そ

れは次の４つの方法で調べられました：（１）遺

伝的な解析、（２）標識放流、（３）外部形態の比

較、（４）卵・仔・稚魚期の形態や生態。その結

果、（１）では、遺伝子頻度の比較から完全な別

集団とは言えないが、少なくとも石垣島の集団と

宮古・沖縄島の集団では交流がほとんど無いこ

と、（２）では、再捕結果から成魚期にはサンゴ

礁の浅い海で生活し、大きくなってからはあまり

移動しないこと、（３）では、鰓耙数の比較から

稚魚期以降、石垣島と宮古・沖縄島間の移動はほ

とんど無いこと（図１）、（４）では、耳石日周輪

解析から仔魚期（浮遊生活）は約４０日間で、この

間の移動は考えられるが、交じりにくい仕組みが

ありそうなことが、それぞれ示されました。

講演３：大型魚類の移動と回遊

移動とは比較的範囲が狭い、日々の生活の中で

の行動（夜と昼の違い）であり、回遊とは移動範

囲が広く、住む場所が変わる様な行動であること、

移動・回遊を調べることによって、水産資源の状

態（産卵場、成長、系群のまじり合い等）を知る

ことができ、漁獲対象生物の遊泳行動や移動場所

から効率的な操業、適正な漁期・漁法の選択など

に貢献することが示されました。

調査方法には、標識（番号札）を付ける、個体

を（模様の違いで）識別する方法のほかに、船で

追跡し超音波等でデータを得る方法、電子タグを

回収し記録されたデータを得る方法、記録された

データを人工衛星を経由して得る方法があるこ

と、データとして水深、水温、照度、塩分などを

記録することができるが、照度による位置推定で

は推定誤差が大きいことが示されました。

実際の調査結果として、クロマグロやソデイカ

などの昼夜の鉛直移動、水平移動、回遊経路の概

要などが紹介されました（図２）。

講演４：ノコギリガザミのＤＮＡからわかること

アミメノコギリガザミの種苗生産は八重山栽培

漁業センターで成功しているが、その種苗放流に

おいては、放流適地の選定や放流効果の判定が重

要であること、そのためには稚ガニの生態解明や

天然個体と放流個体との区別が必要であるが、沖

縄県内に少なくとも３種が生息しているノコギリ

ガザミ類の稚ガニを外部形態から判別できない、

脱皮するので魚類などで使われている標識（タグ、

イラストーマ等）による長期間の標識が難しい、

という問題があることが示されました。

これら問題をＤＮＡを使って解決するために、

稚ガニの種類判別では、外部形態により種類判別

できる大型個体からＤＮＡを抽出、精製、増幅し、

制限酵素で短く切断し、その電気泳動パターンの

違いによって種類判別ができる方法をまず確立し

ました。次に、この方法を石垣島で採集した稚ガ

ニに適用し、その９８.７％がアミメノコギリガザ

ミ、１.３％がアカテノコギリガザミであるという

結果が得られました。

天然個体と人工種苗との識別では、人工種苗同

士（兄弟）はよく似たＤＮＡを持ち、天然個体

（他人）とは違いが大きいという性質を利用し、

図１　鰓耙数の比較

図２　ソデイカの追跡調査結果
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異なる型のＤＮＡが結合するとヘテロ二重鎖とな

り、この有無が電気泳動像の違いとして現れるこ

とから、両者を識別することができました（図

３）。

講演５：サンゴのストレスを遺伝子で調べる

異常高水温による白化現象や赤土などによる汚

染によって、サンゴ礁は危機に晒されており、サ

ンゴの死滅や漁業への悪影響が懸念されているこ

と、サンゴ礁の保全は急務だが、問題点の一つは、

サンゴの健康状態の把握が難しいこと、そこで遺

伝子を用いたサンゴの健康診断技術の開発を進め

ていることが、まず示されました。

生物は様々な方法で環境の変化に対応するが、

遺伝子レベルでの応答もその一つであり、熱が加

わると体内のタンパク質は変性し、生理機能に重

大な障害をもたらすが、熱ショックタンパク遺伝

子が働くとタンパク質の変性が抑えられる、と

いった例がよく知られています。サンゴにおいて

も、環境変化と遺伝子発現との関係が分かれば、

健康診断への応用が期待できます。

沖縄のサンゴ礁破壊の元凶である赤土が、サン

ゴに掛かった時に働く遺伝子を探索しました。サ

ンゴの枝を赤土無しと有りの水槽にそれぞれ入

れ、４時間後に遺伝子（ＲＮＡ）を抽出、増幅し、

遺伝子発現パターンを調べた結果、赤土が掛かる

と働きが活発になる遺伝子が３０個得られました。

その内の一つは、塩基配列がヒトの熱ショックタ

ンパクと良く似ていること、赤土濃度や高水温で

発現量が増大することが判りました（図４）。他

の汚染物質についても同様に解析する予定です。
図３　天然個体と人工種苗との識別

図４　赤土の濃度と遺伝子発現量
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「はよこんね！ 魚の待っとるばい」と題した

第２回ながさき水産科学フェアを１０月２４日（日）に

開催しました。これは、隣接している長崎県総合

水産試験場、長崎大学水産学部附属海洋資源教育

研究センターと西海水研（長崎水産研究三機関連

絡会議）が三機関の概要と研究内容を広く一般の

方に知っていただくため、各機関の施設公開とミ

ニシンポジウムを協力して開催したもので、昨年

に続いて２回目となります。

西海水研ではタッチプール＆ミニ水族館、海洋

観測機器とパネル展示、稚魚･魚の耳石･動物＆植

物プランクトンの顕微鏡観察、石垣支所コーナー

などのイベントのほか、三機関によるスタンプラ

リー、小中学生をはじめ一般の方を対象とした各

機関の研究内容や成果についてわかりやすいミニ

シンポジウムを開催しました。ミニシンポジウム

では、西海水研より「宇宙から海を調べる～人工

衛星の研究への利用～」、「子供から大人へ大きく

変わる魚たち」、「タイラギは砂にもぐれない？～

アサリとタイラギ、潜砂行動の違い～」と題した

３つの講演を行いました。また、講演の合間には

各機関の紹介ビデオ上映も行いました。

好天にも恵まれ、近くの長崎魚市場で同日開催

された「長崎さかな祭り」会場からの送迎シャト

ルバスの運行も功を奏して、８４０人にのぼる来訪

企画連絡室

第2回ながさき水産科学フェア報告

１階エントランスホール その２

１階エントランスホール　その３
（動物プランクトン観察）

タッチプール（屋外飼育施設）１階エントランスホール その１
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者がありました。そのほとんどが幼稚園児や小中

学生の子供連れの方々でしたので、今回の三機関

共同によるフェアが、子供さん方にも水産に関心

を持って頂けるよい機会になったのではないかと

感じています。西海水研が新長崎漁港（多以良町）

に新築移転してまだ１年半、このフェアのような

活動を重ねることによって、地域への理解をさら

に深める必要があります。


